
 

 

 

 

 

 

令和７年１月定例 
 
 

教育委員会会議 議事録 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年(２０２５年)1 月３０日 

吹田市教育委員会 

 

 

 



1 

令和７年１月定例教育員会会議 

                  

開催日時 令和７年（２０２５年）1月３０日 

１５時３０分～１６時２０分 

開催場所 さんくす３番館４階教育委員室 

出席委員 教  育  長   大江 慶博 

教育長職務代理者  安達 友基子 

委      員  福田 知弘 

委      員  和田 光代 

委      員  谷池 雅子 

委      員  杉本 貴志 

出席説明員 学 校 教 育 部 長  山下 栄治 

地 域 教 育 部 長  道場 久明 

教 育 監  植田 聡 

学校教育部次長学校教育室長兼務  角田 睦 

教 育 未来創生室 長  薬師川 晃 

保 健 給 食 室 長  小西 正晃 

教 育 センター所 長  木谷 美香 

地域教育部次長放課後子ども育成室長兼務  堀 哲郎 

青 少 年 室 長  二宮 清之 

地域教育部総括参事   大川 雅博 

教 育 総 務 室 参 事  市川 泉 

学校教育室参事・指導主事  荒木 大輔  

教 育 総 務 室 主 幹  中谷 京子 

博 物 館 副 館 長  河島 明子 
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議事内容 

 

〇大江慶博教育長 

ただいまから、１月定例教育委員会会議を

開会いたします。 

署名委員に福田委員を指名いたします。 

それでは、本日の傍聴席の数について事務

局から説明してください。 

 

〇市川泉教育総務室参事 

本日の傍聴席設置可能数は 10 席で、現在の

傍聴希望者数は２名でございます。 

 

〇大江慶博教育長 

それでは、本日の傍聴は 10 名まで許可した

いと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

[「異議なし」の声あり] 

 

〇大江慶博教育長 

異議なしと認め、本日の傍聴は 10 名まで許

可をいたします。 

傍聴者の入室を許可いたします。 

 

－ 傍聴者着席 － 

 

〇大江慶博教育長 

では、議事に先立ちまして、教育長職務代

理者の指名について、御報告をいたします。

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

13 条第２項に規定する教育長職務代理者に

ついて、昨年 12 月に再任されました安達委員

を前任期に引き続き、指名いたしました。安

達職務代理者、引き続きよろしくお願いいた

します。 

 

○安達友基子教育長職務代理者 

よろしくお願いします。 

 

〇大江慶博教育長 

次に、本日の日程第１、報告第１号及び日

程第２、議案第１号については、人事案件の

ため、吹田市教育委員会会議規則第５条第１

項の規定により秘密会とし、また議事運営を

効率的に行うため、日程第１及び日程第２に

ついて、日程第４、教育長報告の後に行う議

事順序の変更を行いたいと思いますが、御異

議ございませんでしょうか。 

 

[「異議なし」の声あり] 

 

〇大江慶博教育長 

異議なしと認め、日程第１及び日程第２を

秘密会とすること、また、日程第１及び日程

第２についてを日程第４、教育長報告の後に

行う議事順序の変更を決定いたします。 

それでは、議事に入ります。 

日程第３、議案第２号、「吹田市立博物館

第４次中期計画の策定について」を議題とし

ます。 

事務局の説明を求めます。 

 

○河島明子博物館副館長 

日程第３、議案第２号の「吹田市立博物館

第４次中期計画の策定」につきまして、御説

明申し上げます。 

議案書７ページを御覧ください。吹田市立

博物館第４次中期計画は、令和７年度から令

和 11 年度の５年間に実施予定の中期計画で

ございます。本市立博物館では、博物館をめ

ぐる社会情勢の変化に対応しながら、より充

実した博物館活動を目指すため、平成 22 年度

（2010 年度）に第１次となる 10 年計画の中

長期計画を開始し、平成 27 年度（2015 年度）

から第２次中期計画、令和２年度（2020 年度）

から第３次中期計画に取り組んできました。

このたび、第３次中期計画の期間が令和７年

３月に終了することに伴い、次の５年間の計

画を策定するものです。その原案につきまし

ては、９月１日から 10 月１日にパブリックコ

メントを実施いたしました。パブリックコメ

ントの提出意見数は、４通、14 件でした。内
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訳は、紫金山公園ビジターセンターの整備に

関する意見が５件、館内リニューアルに関す

る意見が６件、府道豊中岸部線整備に関する

意見が１件、計画案以外への意見が２件でご

ざいました。パブリックコメントの結果を受

けて、中期計画案の修正は行っておりません。

そのほか、第４次中期計画の期間中に影響を

受ける事業に計画変更がございましたので、

関係部署・機関と協議の上、修正した箇所が

ございます。 

議案書 12 ページを御覧ください。 

３、「第４次中期計画について～これから

の５年間」の②、紫金山公園魅力向上事業の

計画年度が後ろ倒しになったため、次のとお

り修正しています。「令和８年度（2026 年度）

から設計着手の予定です。第３次中期計画に

おける紫金山公園ビジターセンターの建設準

備については、この事業の中で連携し、整理、

見直しを行います」としております。この修

正を含んだ原案を 12 月に開催いたしました

博物館協議会において、承認の答申をいただ

きました。 

中期計画案全体につきましては、議案書９

ページから 19 ページに示しております。13

ページを御覧ください。 

令和７年度（2025 年度）からの５年間にと

りわけ重きを置いて取り組むべき重点項目と

して、館内リニューアル、資料所在確認調査、

市民が集う博物館づくりの３項目を掲げてお

ります。（2）の「博物館の基本的な活動」は、

第３次中期計画における基本項目や博物館が

行う事業を８項目に分類し再編したもので、

博物館の経常的な事業として実施していきま

す。 

事業評価につきましては、14 ページを御覧

ください。 

博物館の事業評価は年度ごとに目標を定め、

自己評価、外部評価とも重点項目ごとに行い

ます。15 から 16 ページに年度ごとの目標を

載せております。「博物館の基本的な活動」

は、項目ごとに数値目標を設定し、活動の指

標とします。17 ページにその指標を示してお

ります。 

以上、吹田市立博物館第４次中期計画（案）

につきまして、御説明申し上げました。御審

議いただき、原案どおり御承認いただきます

ようお願い申し上げます。 

以上でございます。 

 

〇大江慶博教育長 

説明が終わりました。それでは、この件に

ついて御質問・御意見はございませんか。 

 

〇福田知弘委員 

この計画は 10 年に一度の見直しというこ

とでしょうか。 

 

○河島明子博物館副館長 

中期計画は５年に一度になっております。 

 

〇福田知弘委員 

計画案はこれでいいと思いますが、あまり

こういう意見を言える人がいないかもしれな

いので申し上げておくと、博物館の建物って

すごくすばらしいと思いますし、それから隣

接して公園があるのですけども、とかくこう

いうリニューアルをするときに、建物は建物、

公園は公園というふうに管轄が別々なので、

そうありがちですけども、ここに少し文言で

は書かれていると思いますが、一体的に整備

をする、特に中に閉じている建物なので、外

との接続というのをうまく考えていただけれ

ば、紫金山公園との接続がうまくできるので

はないかなと感じておりますので、そのあた

りを書くだけではなくて、ぜひ実行に移して

いただければと思います。 

 

〇大江慶博教育長 

ほかに御質問・御意見はありますか。 

では、ないようですので、この件について、

承認をすることに御異議ございませんか。 
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[「異議なし」の声あり] 

 

〇大江慶博教育長 

異議なしと認め、議案第２号、吹田市立博

物館第４次中期計画の策定についてを承認い

たします。 

次に、日程第４、教育長報告を議題としま

す。「2025 年日本国際博覧会児童生徒招待事

業について」です。 

事務局の説明を求めます。 

 

○荒木大輔学校教育室参事・指導主事 

日程第４、教育長報告といたしまして、

「2025 年日本国際博覧会児童生徒招待事業」

について御報告させていただきます。 

大阪府が実施する本事業について、学校行

事として参加するに当たっての最も配慮すべ

き事項として、児童生徒の健康維持や安全確

保の具体的な方策を確認するため、昨年７月

以降、市教育委員会から大阪府教育庁に対し、

学校単位で参加する上での懸念事項、40 項目

について確認してまいりました。その後、「未

定」「見込み」「予定」といった回答が都度

示される中、昨年 12 月末時点でようやく 25

項目について方向性が示されましたが、安全

に係る配慮が認められるものは、そのうち２

項目のみでした。特に、留意すべき児童生徒

の昼食場所や待機場所での熱中症対策が不十

分であり、また、１日当たりに見込む来場者

数が明かされない中、児童生徒が安全に団体

行動をするための導線や点呼・待機場所の確

保が不十分であるという見解に至りました。 

以上のことから、子供たちが「2025 年日本

国際博覧会」に訪れる意義については認識す

るものの、各校において、来年度の行事計画

を立てるこの時点で、学校行事として本事業

に参加することについては、残念ながら見合

わせることといたしました。今後は、学校単

位ではなく、児童生徒個人へのチケット配付

という形で大阪府教育庁と手続を進めてまい

ります。 

なお、この内容につきましては、１月 10 日

の校長指導連絡会にて各学校長に周知してお

ります。また昨日、１月 29 日には、全小・中

学校の保護者に対して、文書にて周知しまし

た。 

御報告は以上となります。 

 

〇大江慶博教育長 

説明が終わりました。この件について、御

質問・御意見はございますか。 

 

〇福田知弘委員 

説明ありがとうございました。質問ですけ

ど、どのようなプロセスを経て学校単位での

参加を見合わせるという判断に至ったのでし

ょうか、教えてください。 

 

○荒木大輔学校教育室参事・指導主事 

大阪府が実施する本事業の趣旨を理解し、

本市小・中学校が学校行事を訪れるに当たり、

最も配慮すべき事項として、先ほども申し上

げましたが、児童生徒の健康維持や安全確保

の具体的な方策を昨年７月以降、本市教育委

員会から大阪府教育庁に対して確認をしてま

いりました。その上で関係部局と協議し、市

教育委員会事務局内及び市長部局でさらなる

協議を行い、特に留意すべき児童生徒の昼食

場所及び待機場所での熱中症対策や安全に団

体行動をするための導線及び点呼・待機場所

の確保等の懸念事項の解消に至っていないた

め、学校単位での参加を見合わせることとい

たしました。 

 

〇大江慶博教育長 

ほかに御質問はありますか。 

 

〇和田光代委員 

市教育委員会がこの時期に見合わせるとい

う判断になったのはなぜか教えてください。 
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○荒木大輔学校教育室参事・指導主事 

これも例年のことになりますけれども、例

年２月頃には来年度の校外学習を含めた学校

行事の行事計画を立てるために、この時期の

判断となったものになります。 

 

〇大江慶博教育長 

よろしいですか。ほかに御質問はあります

か。 

 

○安達友基子教育長職務代理者 

各学校の管理職の先生方からの御質問や反

対の意見はなかったでしょうか。 

 

○荒木大輔学校教育室参事・指導主事 

2025 年日本国際博覧会について、この博覧

会そのものについての教育効果は高く、生き

た学習につながる貴重な経験の機会であると

考えているけれども、やはり学校が校外学習

で本事業に参加するに当たっては、児童生徒

の安全面の懸念事項の解消が第一であること

から、市教育委員会の判断を踏まえて、校長

会としても参加を見送ることとなったと聞い

ております。 

 

○安達友基子教育長職務代理者 

学校単位では参加を見合わせるということ

でしたけれども、個人で入場できるチケット

については配付されるということでよろしい

でしょうか。 

 

○荒木大輔学校教育室参事・指導主事 

学校行事として訪れない場合は、大阪府教

育庁より各学校へ児童生徒の個人のチケット

ID が配付されることを確認しておりますの

で、今後は御家庭の判断で御活用いただくこ

とになります。 

 

〇大江慶博教育長 

ほかに御質問はありますか。 

 

○杉本貴志委員 

学校単位での参加を見合わせているという

決断を昨日保護者に文書で周知したという御

報告でしたけれども、保護者からの問合せで

あるとか、反応であるとかはいかがでしょう

か。 

 

○荒木大輔学校教育室参事・指導主事 

現時点で、市教育委員会に保護者から大き

な反響というのはございません。 

 

〇大江慶博教育長 

ほかに御質問はありますか。 

 

〇谷池雅子委員 

大阪府下の自治体の対応としまして、この

参加・不参加は学校の校長任せというところ

が多い中で、吹田市教育委員会としての見解

を出したということで、その理由をお教えく

ださい。 

 

○荒木大輔学校教育室参事・指導主事 

大きく２点あります。１点目は、昨年５月

に大阪府から直接学校に対して、参加意向の

調査が入りました。 

しかしながら、会場が整備されない中、各

校から参加するに当たっての懸念事項が数多

くバラバラと出された。７月に本市教育委員

会からまとめて大阪府へ質問をいたしました。

それ以降、学校が最終決定をしていくプロセ

スの中で安全性に関する情報を市教育委員会

が集めて学校に伝える窓口になるべきだと考

えたからというのが１点目です。 

２点目です。他市と比べて学校の立地条件

が比較的に吹田は均一な条件にあるというと

ころで、参加・不参加の決定における学校間

の格差というものがあって、学校現場の混乱

を避けるという目的のために、市としての見

解を出したということになります。 
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〇大江慶博教育長 

ほかに御質問はありますか。 

では、１点だけ、補足してください。先ほ

ど御質問に対して回答があって、その中でた

しか教育委員会事務局内と市長部局内で協議

を行ったと説明がありましたが、市長部局内

の関係部局というのはどこでしたか。 

 

○荒木大輔学校教育室参事・指導主事 

市長部局内は危機管理室、環境政策室、消

防本部になります。 

 

〇大江慶博教育長 

それらの方々にこういうふうな大阪府から

の回答があった、あるいは万博がこういう状

況だということを情報提供する中で御意見を

いただいたと、たしかそういう流れでしたね。 

 

○荒木大輔学校教育室参事・指導主事 

はい、その都度情報提供をしまして、御意

見をいただきながら総合的に判断していった

ということになります。 

 

〇大江慶博教育長 

それでは、この件について、御質問・御意

見がこれ以上ないようですので、教育長報告

は終わらせていただきます。 

ここからは既に秘密会と決していますので、

恐れ入りますが、傍聴の皆様は御退室をお願

いいたします。 

暫時休憩とします。 

 

－ 傍聴者退室 － 

 

－ 秘密会 － 

 

〇大江慶博教育長 

ここで秘密会を解きます。 

それでは、これをもちまして、本日の議事

日程を終了いたしましたので、１月定例教育

委員会会議を閉会いたします。 


